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十
月
十
一
日
、
米
政
府
は
北
朝
鮮
に
対
す
る
テ

ロ
支
援
国
指
定
を
解
除
し
た
と
発
表
し
た
。
二
年

前
の
二
〇
〇
六
年
十
月
九
日
に
北
朝
鮮
が
核
実
験

を
行
っ
た
と
発
表
し
世
界
を
震
撼
（
し
ん
か
ん
）

さ
せ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
と
皮
肉
な
展
開
で

あ
る
こ
と
か
。
核
実
験
で
緊
張
関
係
が
高
ま
る
は

ず
の
北
朝
鮮
と
周
辺
諸
国
と
の
関
係
が
、
和
解
の

方
向
に
進
ん
で
い
る
の
だ
。
そ
の
カ
ギ
を
握
っ
て

い
る
米
朝
関
係
が
「
協
力
と
対
話
」
に
向
け
て
一

歩
前
進
し
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
米
朝
関

係
の
進
展
が
北
朝
鮮
の
政
治
・
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
が
、
今
後
注
目
さ
れ
る
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
国
内
の
政
治
・
経
済
情
勢
を
見

る
と
、
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
最
近
は
金
正
日
朝
鮮
労
働
党
総
書

記
の
健
康
悪
化
説
が
飛
び
交
う
中
で
、
国
際
社
会

で
は
「
北
朝
鮮
崩
壊
説
」
や
朝
鮮
半
島
情
勢
の
不

安
定
化
へ
の
懸
念
の
声
が
高
ま
り
、
北
朝
鮮
の
変

化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
始

め
て
い
る
。
混
迷
す
る
経
済
的
状
況
に
変
化
の
兆

し
が
見
え
な
い
の
に
、
北
朝
鮮
の
人
々
が
生
き
延

び
て
い
る
の
は
恐
ら
く
経
済
の
自
由
化
・
市
場
化

と
中
国
経
済
へ
の
依
存
に
よ
る
も
の
だ
と
筆
者
は

判
断
す
る
。

　

北
朝
鮮
が
経
済
を
立
て
直
す
に
は
、
本
格
的
な

国
内
経
済
体
制
の
改
革
と
対
外
開
放
を
進
め
る
か

ど
う
か
が
焦
点
に
な
る
。
計
画
経
済
と
市
場
経
済

の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
さ
ま
よ
っ
て
い
る
北
朝
鮮

経
済
が
、
経
済
大
国
に
な
り
つ
つ
あ
る
隣
国
・
中

国
の
強
い
影
響
を
受
け
る
中
で
、
中
国
の
発
展
モ

デ
ル
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

そ
の
可
能
性
を
探
る
に
は
中
朝
経
済
関
係
の
変
化

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

緊
密
化
す
る
両
国
関
係

　

〇
七
年
は
朝
鮮
半
島
に
と
っ
て
激
変
の
一
年
で

あ
り
、
緊
張
緩
和
と
平
和
体
制
構
築
に
お
け
る
画

期
的
な
一
年
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る

「
十
大
出
来
事
」
が
駐
北
朝
鮮
中
国
大
使
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
H
P
）
に
掲
載
さ
れ
、
第
一
は

「
中
朝
友
好
合
作
関
係
が
持
続
的
に
強
化
・
発

展
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
よ
う

な
も
の
だ
。

　

「
両
国
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
密
接
な
交
流
を
保
持

し
、
胡
錦
濤
中
国
共
産
党
総
書
記
が
三
回
に
わ
た

っ
て
金
総
書
記
に
口
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

中
国
共
産
党
第
十
七
回
大
会
後
に
は
政
治
局
委
員

の
劉
雲
山
書
記
を
訪
朝
さ
せ
て
大
会
の
成
果
を
伝

え
た
。
金
総
書
記
が
七
年
ぶ
り
に
中
国
大
使
館
を

訪
問
す
る
と
と
も
に
、
楊
潔
篪
外
相
が
初
め
て
訪
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朝
し
た
。
両
国
は
政
治
的
協
議
を
強
化
し
、
国
際

お
よ
び
地
域
問
題
に
お
い
て
密
接
な
協
調
関
係
を

保
ち
、
六
者
協
議
を
共
同
で
推
進
し
積
極
的
な
成

果
を
上
げ
た
」

　

「
両
国
の
貿
易
は
新
し
い
増
加
を
記
録
し
、
年

間
二
十
億
㌦
に
達
す
る
と
予
測
す
る
。
科
学
技
術

交
流
が
ま
す
ま
す
頻
繁
に
な
り
、
両
国
で
は
中
朝

政
府
間
科
学
技
術
合
作
協
定
締
結
五
十
周
年
を
祝

っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
文
化
、
教
育
、
体
育
な
ど
の

分
野
で
両
国
の
交
流
と
協
力
は
大
き
な
成
果
を
上

げ
、
七
十
回
に
及
ぶ
相
互
訪
問
団
を
派
遣
し
合
い
、

派
遣
人
数
は
約
八
百
人
に
達
し
た
。
中
朝
は
、
〇

八
年
の
五
輪
聖
火
の
引
継
場
所
を
平ピ

ョ
ン
ヤ
ン壌に

選
定
し

た
」

　

北
朝
鮮
に
対
す
る
好
意
的
な
評
価
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
中
国
に
と
っ
て
は
望
ま
し

い
変
化
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
昨
年
一
年
間
で
中
朝
間
の
政
治
関

係
が
順
調
に
進
ん
だ
面
も
あ
る
が
、
相
互
の
強
い

信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
面
も
あ

る
。
例
え
ば
、「
停
戦
協
定
」
を
「
平
和
協
定
」

に
転
換
す
る
こ
と
を
め
ぐ
り
、
北
朝
鮮
は
南
北
に

米
国
を
加
え
る
提
案
を
す
る
な
ど
、
中
国
の
影
響

力
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
思
惑
が
う
か
が
わ
れ
、

中
国
側
に
は
そ
れ
に
対
す
る
反
発
も
あ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
朝
両
国
関
係
は
政
治
的
な
交

流
が
拡
大
し
、
経
済
的
な
交
流
も
核
実
験
の
影
響

を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
拡
大
し
た
。
そ
れ
は
、

中
国
の
周
辺
を
安
定
さ
せ
る
外
交
の
見
地
か
ら
は

成
果
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
北
朝
鮮
か
ら
す
る
と
、
好
む
と
好
ま
ざ
る

と
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
へ
の
依
存
度
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
国
民
経
済
が
生
き
延
び
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

核
実
験
後
も
変
わ
ら
ぬ
基
本
方
針

　

冷
戦
後
も
引
き
続
き
北
朝
鮮
の
支
援
者
で
あ
っ

た
中
国
だ
が
、
平
壌
が
行
っ
た
核
実
験
を
き
っ
か

け
に
対
北
朝
鮮
政
策
の
微
妙
な
見
直
し
が
行
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
中
国
は
国
連
に
よ
る

非
難
や
制
裁
決
議
に
賛
成
票
を
投
じ
た
。
し
か
し
、

そ
の
制
裁
は
独
自
の
意
図
を
持
っ
て
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

中
国
外
務
省
の
劉
建
超
報
道
官
は
核
実
験
直
後

に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
「
中
国
政
府
に
よ
る
北

朝
鮮
制
裁
が
始
ま
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、「
中
国
は
一
貫
し
て
国
連
安
保
理
の
関

連
決
議
を
ま
じ
め
に
執
行
し
て
き
た
。
他
方
で
、

わ
れ
わ
れ
は
制
裁
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
関
連

措
置
は
あ
く
ま
で
も
対
話
と
協
商
、
外
交
手
段
を

通
じ
て
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
を
解
決
す
る
た
め
で

あ
り
、
半
島
の
非
核
化
と
東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
と

安
定
と
い
う
全
体
的
な
目
標
に
従
う
べ
き
で
あ

る
」
と
述
べ
、
問
題
解
決
の
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
得
て
も
、
戦
略
的
な
目
標
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
強
調
し
た
。

　

つ
ま
り
、
核
実
験
に
よ
っ
て
中
国
の
対
北
朝
鮮

政
策
の
基
本
方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
み
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
基
本
方
針
と
は
、
胡

国
家
主
席
（
総
書
記
）
が
〇
五
年
十
月
の
平
壌
訪

問
で
、
金
総
書
記
と
の
会
談
で
示
し
た
も
の
だ
。

　

胡
主
席
は
「
中
朝
友
好
は
わ
が
両
党
、
両
国
お訪朝した中国の胡錦濤主席（左）と金総書記（平壌） AFP
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よ
び
両
国
人
民
の
共
同
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

中
朝
友
好
を
強
固
に
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
中

国
共
産
党
と
政
府
の
揺
る
ぎ
な
い
戦
略
方
針
で
あ

り
、
中
朝
協
力
関
係
の
深
化
を
推
進
す
る
の
は
我

ら
の
共
同
の
責
任
だ
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
両
党
、

両
国
関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
四
つ
の

提
案
を
し
た
。「
第
一
は
、
引
き
続
き
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
往
来
を
密
接
に
し
、
相
互
の
意
思
疎
通
を
強

化
す
る
こ
と
。
第
二
は
、
交
流
領
域
を
広
げ
、
協

力
の
内
容
を
豊
富
に
す
る
こ
と
。
第
三
は
、
経
済

貿
易
の
協
力
を
推
進
し
、
共
同
発
展
を
促
進
す
る

こ
と
。
第
四
は
、
積
極
的
に
協
調
・
協
力
し
、
共

通
の
利
益
を
守
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
金
総
書
記
は
「
国
際
情
勢
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、
わ
が
国
は
戦
略
的
な

見
地
か
ら
朝
中
友
好
を
把
握
し
、
朝
中
友
好
の
発

展
を
不
動
の
戦
略
方
針
と
す
る
」
と
答
え
た
と
い

う
（
新
華
社
の
発
表
に
よ
る
）。

　

確
か
に
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
に
対
し
て

中
国
側
は
不
快
感
を
覚
え
、
厳
し
い
姿
勢
で
対
応

し
た
。
そ
れ
は
、
北
朝
鮮
が
核
を
持
つ
こ
と
が
少

な
く
と
も
表
面
的
に
は
中
国
の
国
家
利
益
に
反
す

る
こ
と
、
国
際
社
会
の
世
論
に
中
国
は
明
確
な
態

度
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
が

国
連
の
対
北
朝
鮮
制
裁
に
賛
同
し
た
の
は
あ
く
ま

で
も
条
件
付
き
で
あ
り
、
北
朝
鮮
を
孤
立
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
と
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
。
中

国
に
と
っ
て
北
朝
鮮
は
簡
単
に
切
り
捨
て
る
こ
と

が
で
き
な
い
存
在
で
あ
り
、
両
国
の
歴
史
的
、
経

済
的
、
戦
略
的
利
害
が
深
く
絡
ん
で
い
る
。

活
発
な
2
国
間
貿
易

　

北
朝
鮮
の
核
実
験
が
中
国
に
も
衝
撃
を
与
え
、

一
時
的
に
経
済
貿
易
関
係
や
観
光
な
ど
人
的
交
流

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
核
実
験
に
よ
っ
て
中
国
の
対
北

朝
鮮
貿
易
と
投
資
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
こ
と
に

加
え
、
一
時
的
な
両
国
関
係
の
緊
張
に
よ
り
両
国

政
府
の
出
入
国
規
制
が
掛
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
国
政
府
は
経
済
制
裁
に
は
踏
み
切

ら
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
投
資
と
貿
易
活
動
は

依
然
と
し
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
〇
六
年
の

中
朝
貿
易
に
関
し
て
言
え
ば
、
核
実
験
後
の
第
4

四
半
期
も
北
朝
鮮
の
対
中
輸
入
は
三
億
三
千
五
百

万
㌦
、
輸
出
は
一
億
四
千
百
万
㌦
で
減
少
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
同
年
の
対
中
貿
易
総
額
は
対
前

年
比
7
・
5
%
増
の
十
七
億
㌦
に
達
し
、
そ
の
う

ち
中
国
か
ら
の
輸
出
は
十
二
億
三
千
二
百
万
㌦
、

輸
入
は
四
億
六
千
八
百
㌦
、
朝
鮮
の
対
中
貿
易
赤

字
は
七
億
六
千
四
百
万
㌦
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
〇

七
年
に
は
前
年
に
比
べ
16
・
1
%
伸
び
、
輸
出
が

24
・
3
％
、
輸
入
が
13
・
0
％
と
そ
れ
ぞ
れ
大
幅

に
増
加
し
た
。（
表
1
参
照
）

　

近
年
の
中
朝
貿
易
構
造
を
見
る
と
、
国
内
の
経

済
生
活
維
持
の
基
本
で
あ
る
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
対
中
依
存
度
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

食
料
の
場
合
は
、
国
際
社
会
の
支
援
が
減
少
す
る

中
で
韓
国
か
ら
の
支
援
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
六

年
間
の
中
国
か
ら
の
食
料
輸
入
は
、
多
い
時
で
約

五
十
二
万
㌧
（
〇
一
年
）、
少
な
い
時
で
約
十
五

〈表1〉  北朝鮮の対中国貿易の推移
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「中国海関統計」2008年版より作成。
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万
㌧
（
〇
四
年
、
〇
六
年
）
と
増
減
は
あ
る
も
の

の
、
引
き
続
き
北
朝
鮮
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。

原
油
の
場
合
も
、
四
十
万
〜
六
十
万
㌧
台
で
増
減

し
、
こ
れ
は
北
朝
鮮
が
必
要
と
す
る
最
小
限
の
消

費
量
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
〇
七
年
二
月
の
六

者
協
議
の
妥
結
に
よ
り
、
北
朝
鮮
が
核
開
発
の
凍

結
の
約
束
を
履
行
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
代
価
と

し
て
韓
国
や
米
国
な
ど
か
ら
も
原
油
供
給
（
最
大

百
万
㌧
）
を
受
け
る
約
束
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
実
現
さ
れ
た
場
合
に
、
中
国
か
ら
の
原
油
輸
入

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の
か
が
注
目
さ
れ

る
。

　

表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
中
国
企
業
の
対
北
朝

鮮
直
接
投
資
も
近
年
、
急
増
し
て
い
る
。
〇
六
年

一
〜
十
月
の
中
国
商
務
部
が
認
可
し
た
中
国
企
業

の
投
資
件
数
は
十
九
件
、
金
額
で
は
六
千
六
百
六

十
七
万
㌦
に
上
る
。
投
資
分
野
は
食
料
品
、
製
薬
、

軽
工
業
、
電
器
電
子
、
化
学
工
業
、
鉱
工
業
な
ど

で
あ
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
側
が
〇
五
年
に
北
京
で

開
催
し
た
「
朝
鮮
投
資
説
明
会
」
で
の
発
表
に
よ

る
と
、
北
朝
鮮
に
進
出
し
て
い
る
中
国
企
業
は
〇

四
年
末
ま
で
の
段
階
で
累
計
百
二
十
社
、
投
資
金

額
は
十
三
・
六
億
元
だ
と
い
う
（
朝
日
新
聞
に
よ

る
）。
中
国
側
の
発
表
と
北
朝
鮮
側
の
発
表
に
は

大
き
な
食
い
違
い
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
数
字
が
よ

り
実
態
に
近
い
の
か
に
つ
い
て
検
証
は
難
し
い
が
、

拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

中
国
企
業
の
対
北
朝
鮮
投
資
は
、
民
間
企
業
主

導
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
政
府
に
よ
る
援

助
を
受
け
た
投
資
も
あ
る
。
〇
五
年
十
月
に
完
成

し
た
大
安
瀋
親
善
ガ
ラ
ス
工
場
は
中
国
政
府
が
支

援
し
、
一
・
九
二
億
元
を
投
資
し
て
設
立
さ
れ
、

中
朝
経
済
協
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
両
国
の
報
道
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
ほ
か
に
も
、

中
国
の
国
有
企
業
で

あ
る
南
京
熊
猫
集
団

公
司
に
よ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
製
造
工
場
、

瀋
陽
五
金
公
司
に
よ

る
車
用
オ
イ
ル
精
製

工
場
、
北
京
朝
華
友

聯
に
よ
る
建
築
材
料

工
場
な
ど
が
既
に
建

設
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

今
年
五
月
に
平
壌

で
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回
平
壌
春
季
国
際

商
品
展
覧
会
に
は
中

国
の
企
業
が
大
挙
し

て
押
し
寄
せ
た
。
十
七
カ
国
か
ら
二
百
二
十
社
が

参
加
し
た
中
で
、
中
国
企
業
は
百
二
十
五
社
に
上

っ
た
と
い
う
（
中
国
大
使
館
発
表
に
よ
る
）。

　

一
方
北
朝
鮮
側
も
、
九
月
二
〜
六
日
に
吉
林
省

長
春
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
東
北
ア
ジ
ア
投
資
貿

易
博
覧
会
に
百
人
規
模
の
政
府
代
表
団
を
派
遣
し
、

二
十
四
の
ブ
ー
ス
を
設
け
て
同
国
の
製
品
を
展
示

し
た
と
い
う
。

高
ま
る
対
中
依
存
度

　

中
朝
両
国
の
経
済
関
係
の
緊
密
化
は
、
強
い
中

国
と
弱
い
北
朝
鮮
と
い
う
力
の
バ
ラ
ン
ス
上
、
北

朝
鮮
の
対
中
国
依
存
度
を
高
め
、
現
実
的
に
は
北

朝
鮮
経
済
が
中
国
経
済
圏
に
組
み
込
ま
れ
る
と
い

う
状
況
に
あ
る
。
北
朝
鮮
の
対
外
貿
易
の
中
国
へ

の
依
存
度
、
中
国
の
北
朝
鮮
へ
の
直
接
投
資
に
よ

る
市
場
拡
大
、
そ
し
て
北
朝
鮮
の
消
費
財
市
場
に

お
け
る
中
国
製
品
の
寡
占
状
況
が
そ
れ
を
示
し
て

い
る
。

　

北
朝
鮮
の
、
韓
国
を
除
い
た
対
外
貿
易
の
中
で

中
国
が
占
め
る
比
率
は
、
〇
三
年
の
32
・
7
%
か

ら
年
々
上
昇
し
、
〇
七
年
に
は
67
・
1
%
に
達
し

た
。
輸
入
額
全
体
の
約
二
十
億
㌦
の
う
ち
約
十
四

億
㌦
を
占
め
、
対
外
貿
易
の
三
分
の
二
を
中
国
に

依
存
し
て
い
る
。
〇
七
年
の
中
国
か
ら
の
穀
物
の

輸
入
は
十
三
・
六
万
㌧
（
全
体
は
三
十
七
・
九
万

（単位：万ドル）

駐北朝鮮中国大使館HPより作成。
注：投資件数と金額はいずれも中国政府に申請し許可されたもの。

〈表2〉  中国の対北朝鮮直接投資

0

0

投資件数

投資金額

2

260

4

150.3

5

352.6

8

899.9

13

5,369

19

6,667

49

13,500

2000年 01年 02年 03年 04年 05年 06.1－10 累計
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㌧
）、
原
油
が
五
十
二
・
三
万
㌧
（
全
体
は
○
○

万
㌧
）、
そ
の
ほ
か
繊
維
製
品
や
自
動
車
、
豚
肉

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

　

海
外
直
接
投
資
に
お
い
て
も
、
中
国
の
対
北
朝

鮮
投
資
は
核
実
験
後
の
〇
六
年
十
月
以
降
か
ら
今

年
の
四
月
ま
で
に
累
計
で
約
二
倍
（
投
資
企
業
は

八
十
四
社
、
投
資
総
額
約
二
・
六
億
㌦
）
に
増
加

し
た
（
新
華
社
に
よ
る
）。
〇
六
年
十
一
月
、
中

朝
ビ
ニ
ー
ル
管
材
合
作
企
業
の
万
天
合
作
会
社
が

平
壌
で
設
立
さ
れ
た
。
〇
七
年
十
一
月
に
は
中
国

唐
山
鉄
鋼
会
社
と
大
唐
発
電
会
社
が
北
朝
鮮
へ
の

投
資
契
約
を
結
び
、
今
年
二
月
に
は
上
海
亜
明
照

明
電
機
製
造
会
社
が
平
壌
に
合
営
（
合
弁
）
会
社

を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
四
月
に
は
中
朝
合
弁
企
業

と
し
て
平
壌
白
山
煙
草
会
社
が
開
業
式
を
行
っ
た
。

中
国
企
業
が
六
千
万
㌦
を
投
資
す
る
と
い
う
。

　

急
速
に
拡
大
し
て
き
た
中
国
経
済
と
「
東
北
振

興
」
政
策
の
波
及
効
果
で
、
北
朝
鮮
経
済
は
中
国

の
市
場
経
済
の
波
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
勢
い

で
中
国
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い
る
。
韓
国
の
マ

ス
コ
ミ
か
ら
は
「
北
が
中
国
東
北
の
第
四
省
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
危
惧
（
き
ぐ
）
す
る
声
も

聞
こ
え
る
。
も
し
金
総
書
記
の
健
康
悪
化
で
国
内

政
治
が
不
安
定
に
な
る
場
合
は
、
中
国
へ
の
経
済

的
・
政
治
的
依
存
度
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。


